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進化を続けるPLCの国際標準プログラミング 

～ IEC 61131-3の最新動向 ～ 

第16回 JSIA指定講習会 

PLCopen Japan 
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PLCopen は、PLCプログラミング言語の国際標準   
IEC 61131-3 の推進団体  

主な活動は 

  Promotion and Participation for IEC 61131-3 

 

  Proposal and Certification of the basic Function 
Blocks 

 

  Collaboration with the other Standard-technology 

 

 

PLCopen® の主な取り組み 

IEC 61131-3 仕様策定への参加と普及促進 

汎用的なファンクションブロックの仕様策定と認証 

他の標準化技術との連携 
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PC4 Vendor members 

  18社（2015年度） 
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2007年11月13日 
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協同プロジェクトを発足 
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解説図書を出版  
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2013年4月19日 

  JSIA会員様にアンケートを実施（140社から回答） 

用途ごとのIEC 61131-3使用状況 

常に使っているが10%、知らないが40% 
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IEC 61131-3の普及状況 
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IEC 61131-3 にまつわる最新動向 
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国際標準規格 IEC 61131シリーズ 

対応したJISの 

第3版改訂が 

2016年中に 

リリース見込 
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国際貿易協定と経済産業省指令 

11 

国際貿易協定により 

• 国内規格には、国際標準規
格を採用しなければならな
い。 

• 政府調達には、国際標準対
応技術を使わなければなら
ない。 

出典：日本総理官邸ホームページ
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/cycle/dai6/6sankou1.pdf 
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他の技術との連携 – Industrie4.0  

 独Industrie 4.0に関係する国際規格 
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CSVへの適応① 
 PLCのプログラムがCSV(Computer System Validation)  

 「コンピュータ使用医薬品等製造所適正管理ガイドライン」の対象になった 
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CSVへの適応② 
 PLCのプログラムはカテゴリ４ or ５ 

構成設定プログラム 
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CSVへの適応③ 
サプライヤ（機械メーカ）が作成＆レビュするもの 
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３ 構成設定していないソフトウェア PLCのファームウェア ◎ ◎ ◎ ◎ △ － △ － ◎ － ◎ △ ◎ ◎ ◎

４ 構成設定したソフトウェア
SCADA, DCS,

IEC 61131-3（FBD）, 既成のFBs
◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ △ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

５ カスタムソフトウェア ラダー言語 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ソフトウェアカテゴリ

◎必須，○望ましい，△省略可

FBs（ファンクション・ブロック）を使えば 

仕様書作成の手間が省ける 
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IEC 61131-3 の基本 
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変数の利用 

Ａ社 Ｂ社 ①変数（信号名） ②変数の型 ③アドレス

一般メモリ V1.8 M100 運転準備 BOOL 自動割付

VD1 D0 風量 DWORD 自動割付

VD2 D10 運転日 DATE 自動割付

リテイン（保持）メモリ MD3 D100 累積運転時間 TIME 自動割付

デジタル入力 I0.0 X00 ファン始動 BOOL %IX1.0.0

デジタル出力 Q1.7 Y01 ファンモータ BOOL %QX2.0.0

アナログ出力 AQ4 D1000 風量 INT %QW3.0

①IEC　61131-3 では変数（信号名）でのプログラミングが基本。

②変数にはデータ型も厳格に定義 → 誤りの防止

③入出力など、絶対アドレスが必要なもののみ、ATキーワードと%接頭符号によりアドレス指定。

旧来のPLC IEC 61131-3 PLC

PLCベンダや機種に依存したアドレス体系に、制御ソフトウェアが依存し
ない。 

他の機種に流用可能 
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標準定義された基本命令 

プログラムが、特定のPLCメーカや、特定の機種に依存しないように、い

わゆるシステム定義命令が、標準ファンクションブロック、標準ファンク

ションとして359個定義されている。 

例： 加算カウンター ファンクションブロックの定義 
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POUによるソフトウェア構造化 

旧来：巻物ラダー回路のブツ切り IEC: POUを用いた階層構造化 

各機能の入力/出力が明確 

機能の階層構造が明確 
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POU(プログラム構成単位) 

POU(プログラム構成単位）とは、 

 プログラム 

 ファンクションブロック(FB) 

 ファンクション（FUN)  

の総称。(※第3版ではPOUの１つに“クラス”も追加) 

名称と 入力／出力となる変数が 明確に定義され、 

内部のロジックは外部から隠されている。 

モーション制御ファンクションブロックの例 

内部ロジック 
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POU(プログラム構成単位) 

IEC 61131-3 プロジェクトは、POUを組み立てることで構成される。 

プログラムは、タスクと関連づけられて実行される。 

ファンクションブロック(FB)とファンクション(FUN)は、プログラムや他のFB, FUN 

から呼ばれることで実行される。 

FB FB 

FUN FUN 

FB FB 

FUN FUN 

FB FUN 

PROGRAM 

FB 

FB FUN 

 

PROGRAM 

FB 

FB 

デフォルト 

タスク 

定周期 

タスク 

イベント 

タスク 

PROGRAM 
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プログラムPOUとタスク※ 

FB FB 

FUN FUN 

FB FB 

FUN FUN 

FB FUN 

PROGRAM 

FB 

FB FUN 

 

PROGRAM 

FB 

FB 

デフォルト 

タスク 

定周期 

タスク 

イベント 

タスク 

PROGRAM 

イベントタスク：指定したBOOL型グローバル変数が“TRUE”に変化したときに 

        1回だけ 実行される． 

定周期タスク： 指定した周期で繰り返し実行される． 

デフォルトタスク：最低優先度で (定周期タスクやイベントタスクの実行の邪魔を 

         しないように)周期不定で繰り返し実行される． 

※このタスク分類は、本来 IEC 61131-3 標準仕様とは 

 若干異なりますが、多くのIEC 61131-3 準拠PLCに 

 採用されている仕様として紹介しています。 
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5つのPOU内部ロジック記述方法(1/2) 

実装する処理や好みに合わせて、POUごとに処理の記述方法を選択できる。 
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5つのPOU内部ロジック記述方法（2/2) 
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IEC 61131-3 準拠宣言 

 IEC 61131-3 の言語要素は 

  細かく894 項目定義されている。 

 

 PLC製品がどの項目に対応してい
るかを公開していれば、全ての項
目に対応していなくても “IEC 
61131-3 準拠”PLCであるとい
うことができる。 

 

 実際に894項目中どれだけに対応
できているかは、各PLCメーカが
公開している適合宣言表を確認す
ることが必要。 

“IEC 61131-3 準拠“といっても、準拠度合は各PLC製品ごとに異なります。 
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「IEC 61131-3 準拠宣言」は、PLCメーカが自ら宣言するものですが、 

それに加えPLCopenでは、第3者機関によるテストに基づくIEC 61131-3  

準拠性の認証を行っています。 

 

3種類の認証レベルが定義されており、レベルに応じたロゴマークの使用が 

PLCメーカに認められます。 

 Reusability (FB再利用レベル) 

  

 Conformity Level (準拠レベル) 

  

 Base Level (基本レベル） 

    

PLCopenによるPLC認証 
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－ IEC 61131-3に関連する標準仕様 － 

最新技術動向 
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技術相関図 
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モーション制御ファンクションブロック 
サーボ、インバータの軸の動作制御を行う 
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モーション制御 FB① 

部品点数は減ったが、ソフト開発にシワ寄せが．．． 

使用頻度の高い動作を標準FBとして規定 
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モーション制御 FB② 

例：多軸補間動作 

引用： 

日本包装機械工業会セミナー2012 
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セーフティ ファンクションブロック 
安全コントローラでのセーフティ回路記述用 
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セーフティ FB① 

 20種類のFBを定義 

技術仕様書の発行 
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セーフティ FB② 

 ユーザ応用例（技術仕様書）の発行 

① 中央制御キャビネット（安全関連FB稼働中） 

② 材料の供給点（この例では安全関連機能なし） 

③ 材料の切断装置 
（ドアモニタリングシステム付きの両手操作） 

④ 自動印刷装置（ドアモニタリングによる安全機能） 

⑤ 一次梱包装置（ドアモニタリングによる安全機能） 

 

⑥ 二次梱包装置（防護装置によるガードつき） 

⑦ パレット組込み装置（安全マットによるガードつき） 

⑧ 包装装置 
（生産ラインの終点／ライトビームによる安全装置） 
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OPC UA通信ファンクションブロック 
Industry4.0デファクト通信仕様 OPC UA (IEC 62541)  

2013～ 



Page  36 http://www.plcopen-japan.jp 

OPC UA 通信ファンクションブロック 

高度なセキュリティに対応し、製造フロアのみならずMESやERP領域にも適用可能な 

Industry4.0の基盤通信プロトコルとして注目される OPC UA (IEC 62541)。 

OPC_UA通信に対応した PLC で用いる 

通信ファンクションブロックの技術仕様を 

リリース。 
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IEC 61131-3 コーディング規約 
         (作成中) 

PLCopen 推奨 

2015～ 
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IEC 61131-3 コーディング規約(作成中)① 

独自の実装規約を規定できていない 

中小規模ユーザやIEC 61131-3ビギナー 

に対して、PLCopen推奨コーディング規約 

を示し、効率的な IEC 61131-3プログラ 

ミングの教材とする予定。 

(強制するものではなく、あくまで参考) 

 

 

現在、PLCopen欧州本部でドラフト版レ
ビュー中。日本語版リリースは今後検討。 
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IEC 61131-3 コーディング規約(作成中)② 

例：命名ルール - 大文字小文字の使い分け 

内容： 

 プロジェクトで使用する識別子ごとに 

 大文字小文字の使い方を統一すること 

推奨ルール： 

 - 定数定義名、ユーザ定義データ型名、 

  言語仕様が定めるキーワードの表記は、   

       UPPER_SNAKE_CASE (すべて大文字 

  にし、アンダースコア”_”で単語を区切る) 

 - その他の識別子名(変数名、型名)は、 

   UpperCamelCase 単語の先頭を大文字 

  にして残りは小文字)とする。 
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IEC 61131-3 第3版改訂 
2013年の言語仕様改訂で導入された、言語機能拡張 

2013～ 
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IEC 61131-3 第3版改訂 

 オブジェクト指向拡張 

”名前空間”, ”メソッド”, “インタフェース”,  

”継承”といったオブジェクト指向言語要素 

 の追加が行われた。 

これらは、制御ソフトウェアの高度な 

ライブラリ化を行うのに有効であり、 

今後、各PLCベンダからこれらの機能を利用した便利なライブラリが提供
されることが期待される。 

 

 第3版では、これまでの第2版との後方互換性を保証している。 

第2版の仕様で書かれたプログラムは、第3版に対応したコントローラでも
同じように動く。第3版の新しい言語機能を覚えて使うことは必須ではない。 



Page  42 http://www.plcopen-Japan.jp 

PLCOPEN XML (IEC 61131-10) 
IEC 61131-3 プロジェクトの 標準フォーマット 

2016～ 
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PLCopen XML ① 
IEC 61131-3 プログラムソースコードの共通フォーマットを規定 
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PLCopen XML ② 
各種開発支援ソフトとの連携 
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PLCopen XML ③ 
異機種PLC間でソースプログラムの交換が可能 
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解説図書の御案内 

 PLCopen Japanのユーザ会員サイト（登録無料）よりダウンロード 
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トレーニングコースの御案内 

 国内初！PLCopen®認定トレーニングコース 
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最後に 

国際標準PLCを利用する意義は、  

制御ソフトウェアの再利用性が高く、エンジニアリ
ングコストの低下が期待できる。 

PLCソフトウェアやPLCソフトウェア技術者が特定の
PLCメーカに依存せずに済む。 

法令や各種規格への対応が容易になる。 

標準フォーマットで、各種上位ツール（CADなど）
との連携が容易になる。 
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http://www.plcopen-japan.jp/ 

PLCopen® is a registered trademark owned by the association PLCopen, as well as the PLCopen logos 

ご清聴ありがとうございました。 




